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2026年 2月 17日 

各位 

一般社団法人くすりの適正使用協議会 

薬剤疫学委員会 ファーマコエピデミオロジー推進分科会長 

若杉 直子 

「薬剤疫学セミナー」開催のご案内 

謹啓 

時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素より当協議会の活動に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、薬剤疫学委員会では、薬剤疫学の実践に役立つセミナーを定期的に開催してお

ります。このたび、東京大学准教授 篠崎 智大 先生を講師にお迎えし、下記のとおり

ウェブセミナーを開催いたします。 

 受講をご希望の方は、下記 URL または二次元コードより、お申し込みくださいますよ

うご案内申し上げます。 

なお、本セミナーは日本薬剤疫学会の後援を受けて開催いたしますので、同学会の認

定薬剤疫学家資格の更新ポイント（5ポイント）を取得できます。 

敬白 

記 

日 時  ：2026年 3月 26 日（木）10時 00分～12 時 00分（質疑応答を含む。） 

演 題  ：観察研究における estimand：target trial emulation による翻訳と推定 

講演要旨 ： 

現代の疫学・臨床研究における“estimand”という用語は、もっぱら「因果効果」を反映することを

意図しています。しかし、因果推論の枠組みでは地続きである臨床試験と観察研究において、

estimand をめぐる論点は必ずしも重なりません。本講演では、まず臨床試験（特に医薬品製造販売

の承認を目的とした治験）と観察研究それぞれにおける estimand の論点を、対比的に整理します。

後半では、データベース解析を含む観察研究において、estimand を翻訳する標的試験（target trial）

と、そのデータ上での擬似再現（emulation）から成る枠組み（target trial emulation）を、実務

的観点から解説します。臨床試験と観察研究の補完関係は、得られたエビデンスのレベルだけでなく

研究デザインのレベルでも生じていることを、estimand を通して捉えます。 

参加費   ：別表のとおり（クレジットカード支払いのみ） 

お申込み ：以下の URL、または二次元コードよりお申込みをお願いします。 

（締切：2026 年 3月 24日（火）） 

URL：https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=8712193212008186&EventCode=C972329149 

本件に関する問い合わせ先 

事務局（土屋、 西野） 

E-mail: seminar@rad-ar.or.jp 

以上 

https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=8712193212008186&EventCode=C972329149
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（別表） 

 区分 

日本薬剤疫学会 

学会員 

（正会員） 
非学会員 

一般社団法人くすりの適正使用協議会 

会員（正会員※１・賛助会員※２）社の社員 

及び個人会員 無料 無料 
官公庁の職員 

学生 

アカデミア（大学、医療関係者等） 1,000 円 1,500 円 

上記以外の所属 2,000 円 3,000 円 

    ※１くすりの適正使用協議会正会員社 

       

 

 

 

 

 

 

    ※２くすりの適正使用協議会賛助会員社 

      

 

 

 

 

 


